
平成25年度　決算説明書／事務事業評価シート

１．概要

課　名 社会福祉課

予算
款 項 目 決算書 目　　　名 事業名称

目
的

子育ての手伝いをして欲しい人と手伝いができる人が相互援助活動を行うことにより子育て支援を
行う

対
象

児童及び子育て中の保護
者と支援者

3 3 1 170 頁 児童福祉総務費 子育て支援事業

事
業
概
要

　○家庭児童相談員設置事業…相談員を設置することにより、相談業務の実施及び児童虐待等の予防、対応を行った。
　
　○ブックスタート支援事業…親子のきずなづくりを目的に出産祝品として絵本・イラスト・アドバイス集等の入った
     ブックスタートパックを保護者に贈呈した。

　○地域子育てサポート事業…子育ての手助けをして欲しい人と手伝いができる人が相互援助活動を行うことに
     より子育て支援を行った。
　
　○子育てネットワーク事業…地域子育て支援センター交流事業
　
　○子育て安心住まい改修支援事業…子育てのための改修工事を行った住宅の所有者に改修費を助成した。
　

評価臨／経 細事業名称 事業内容（主な経費等）
予算現額
（千円）

決算額
（千円）

財源内訳

国・県支出金 市債 その他 一般

2,275 3経常 家庭児童相談員設置事業
家庭児童相談員の配
置：1名

報酬 2,363 2,275

450 3経常 ブックスタート支援事業
出産祝品の支給
支給数226セット

報償費 452 450

74 3経常 地域子育てサポート事業
登録者数：まかせて会
員18名
よろしく会員33名

役務費 87 74

28 3臨時 子育てネットワーク事業
なかよしこよしのつど
い開催費
参加者：184名

需用費 75 56 28

臨時
子育て安心住まい改修支
援事業

住宅改修費補助
対象件数：1件

負担.補助.
交付金

600 129 86 43 2

計 3,577 2,984 114 0 0 2,870
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２．指標設定

３．実績（上段・実績／下段・達成率）

４．課題と対応

５．事業費・・・Ｈ２３～Ｈ２５（決算額）、Ｈ２６（予算現額）

子育てボランティアの育成 ｃ 相談活動の充実 ｄ 各機関の連携による支援

数値 目標 － 目標 －

－

活
動
指
標

指標 a 情報の収集 ｂ

成
果
指
標

指標名 子育て支援の充実 目
標
年
度

H26

指標の設定理由

豊後大野市きらきらこどもプランの数値目標となっているため
数値

単位 Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

子育て支援の充実
－ －

目標 － 目標 －

成果指標名 単位 Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ 活動指標名

－ －

－ － －

－
a 情報の収集

－

－

20 人 18 人

－ － －

－ －

b
子育てボラン
ティアの育成 人

20 人

ｄ
各機関の連
携による支
援

回
30 回 30 回 30 回

24 件 6 件

まかせて会員及びよろしく会員の拡大と相談活動の充実。
－ － －

課題
c

相談活動の
充実 件

2 件

2,984 3,515
前年並

うち経常経費 3,036 2,972 2,779 2,820

利用の促進を図るため広報活動を推進する。

決 算 額 （千円）
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ 方向性

3,889 2,972

対応（改善点等） － － －

６．Ｈ２７年度予算の方向性

理由

県　　費 1,091 114 447
財

国　　費

７．担当課による分析

８．内部評価委員会評価（委員会評価）

そ の 他

県　　費 1,091 114 447

家庭児童相談員の人件費やボ
ランティア会員の各種保険代
等単独事業分については現状
を維持する。

市　　債
財
源
内
訳

事業費に係る人件費 6,450 5,582 5,666 5,766

一般財源 2,798 2,972 2,870 3,068

うち経常 2,796 2,972 2,799 2,800

 ③ 受益の
　　対象性

事業対象の確認 1
支援者が児童及び子育て中の保護
者に限られているため。

 ④ 手段の
　  妥当性

活動指標の分析 3
対象者への支援のため、情報の収集、ボ
ランティアの育成、相談活動の充実、各機
関の連携による支援は適切である。

 ① 事業の
　  必要性

必要性の再確認 3
緊急時に一時的に子どもを預かる支
援体制の構築が必要である為。

 ② 行政の
　　関与性

責任領域の精査 2
民間のサービス提供体制が薄いた
め、部分的に行政が支援する必要が
ある。

事業費に係る人役 1.50 1.30 1.30 1.30

着眼点 分析 分析根拠

継続 適正かつ効果的な事業実施に努めること。

 ⑤ 事業の
　  有効性

成果指標の判断 3
数値目標は設定していないが、事業
の有効性は高いと判断できるため。
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